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定
額
給
付
金
に
つ
い
て 

 

定
額
給
付
金
は
、
景
気
後
退
下
で
の
国
民
の
不
安

に
対
処
す
る
た
め
、
生
活
支
援
と
地
域
経
済
の
活
性

化
を
目
的
と
し
て
、
す
べ
て
の
国
民
を
対
象
に
１
万

２
千
円
（
18
歳
以
下
お
よ
び
65
歳
以
上
は
２
万
円
）

を
支
給
す
る
事
業
で
す
。 

小
笠
原
村
の
定
額
給
付
金
に
関
す
る
お
知
ら
せ
を

３
月
中
に
各
戸
に
配
布
し
ま
す
の
で
、
詳
し
い
内
容

に
つ
き
ま
し
て
は
、
そ
ち
ら
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 ◎
定
額
給
付
金
の
受
給
資
格 

 

定
額
給
付
金
の
受
給
資
格
は
、
「基
準
日
（平
成
21

年
２
月
１
日
）に
住
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い

る
者
ま
た
は
外
国
人
登
録
原
票
に
登
録
さ
れ
て
い
る

者
」と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

こ
の
た
め
、
小
笠
原
村
で
定
額
給
付
金
を
受
給
す

る
た
め
に
は
、
基
準
日
の
時
点
で
、
小
笠
原
村
の
住

民
基
本
台
帳
ま
た
は
外
国
人
登
録
原
票
に
登
録
さ
れ

て
い
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
基
準
日

に
小
笠
原
村
に
住
民
（外
国
人
）登
録
が
さ
れ
て
い
な

い
方
は
、
原
則
と
し
て
小
笠
原
村
で
定
額
給
付
金
を

受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。 

た
だ
し
、
「す
で
に
他
の
市
区
町
村
か
ら
転
出
し
基

準
日
以
前
に
小
笠
原
村
に
転
入
し
て
い
た
が
、
住
民

登
録
の
手
続
き
を
し
て
い
な
い
方
」 
「基
準
日
以
前

に
出
生
し
て
い
た
が
、
出
生
届
の
手
続
き
が
遅
れ
て

し
ま
っ
た
方
」な
ど
は
、
小
笠
原
村
で
定
額
給
付
金
を

受
給
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ご
自
身
ま
た
は
ご

家
族
の
方
が
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
場
合
は
、
早
急

に
村
役
場
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

《
定
額
給
付
金
に
関
す
る
こ
と
》 

 

総
務
課
総
務
係 

 
 
 

 

２
―
３
１
１
１ 

《
住
民
登
録
に
関
す
る
こ
と
》 

 

村
民
課
住
民
係 

 
 
 

 

２
―
３
１
１
３ 

 

母
島
支
所
庶
務
係 

 
 

 

３
―
２
１
１
１ 

 南
島
外
来
植
物
除
去
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集 

  

村
で
は
平
成
13
年
度
か
ら
、
主
に
南
島
に
お
い
て

村
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
外
来
植
物
（ク
リ
ノ
イ

ガ
等
）の
除
去
を
行
い
、
作
業
を
通
じ
て
小
笠
原
の
外

来
植
物
の
現
状
を
村
民
の
方
々
に
知
っ
て
い
た
だ
く

機
会
と
し
て
き
ま
し
た
。 

 

今
年
度
３
回
目
の
除
去
作
業
に
つ
き
ま
し
て
、
次

の
と
お
り
村
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集
を
行
い
ま
す
。

ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
は
申
し
込
み
先
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。 

【
日
時
】
３
月
20
日
（金
）
祝
日 

 
 
 
 
 

午
前
８
時
45
分
（青
灯
台
発
）か
ら 

 
 
 
 
 

午
後
１
時
30
分
（青
灯
台
着
）予
定 

【
募
集
定
員
】
20
人 

【
作
業
内
容
】 

 
 

南
島
に
お
け
る
３
時
間
程
度
の
除
草
作
業 

（
途
中
休
憩
あ
り
） 

【
申
込
締
切
】
３
月
16
日
（月
）
※
先
着
順 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
企
画
政
策
室
２
―
３
１
１
１ 

 

母
島
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

  

毎
年
恒
例
の
母
島
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
次
の
日
程

で
開
催
い
た
し
ま
す
。 

 

母
島
内
の
農
業･

漁
業･

商
工･

観
光
の
各
産
業
団

体
が
連
携
し
、
島
内
物
産
の
販
売
、
試
食
を
行
い
ま

す
。 

 

な
お
、
今
回
は
「地
産
地
消
」を
掲
げ
た
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
「メ
カ
ジ
キ
の
解
体
シ
ョ
ー
」を
予
定
し
て
お

り
ま
す
。 

皆
様
の
ご
来
場
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

【
日
時
】
３
月
29
日
（日
）
午
前
11
時
〜 

 
 
 
 

※
物
産
売
り
切
れ
次
第
終
了 

【
場
所
】
母
島
漁
協
水
産
物
販
売
セ
ン
タ
ー
周
辺 

 

●
問
合
せ
先 

 

母
島
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会
事
務
局 

３
―
２
１
１
１ 

 

所
得
税
確
定
申
告
書
臨
時
受
付 

 

例
年
、
所
得
税
確
定
申
告
書
提
出
締
切
日
に
窓
口

が
大
変
混
雑
し
、
対
応
に
お
時
間
を
い
た
だ
い
て
い

る
現
状
が
あ
る
た
め
、
試
行
的
に
直
前
の
日
曜
日
に

臨
時
受
付
を
行
う
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。 

な
お
、
休
庁
日
の
た
め
、
申
告
内
容
に
よ
り
税
務

署
へ
の
確
認
が
必
要
な
場
合
は
、
翌
日
以
降
に
再
度

ご
来
庁
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
予
め
ご

了
承
く
だ
さ
い
。 

【
受
付
日
時
】
３
月
15
日
（日
）
午
前
９
時
〜
正
午 

 
 
 
 
 
 
 

  
  

  
  

  
  

午
後
１
時
〜
４
時 

【
受
付
場
所
】
《
父
島
》
財
政
課
税
務
係 

《
母
島
》
母
島
支
所
庶
務
係 

 

●
問
合
せ
先 

財
政
課
税
務
係 

 

２
―
３
１
１
２ 

 

交
通
災
害
共
済
「
ち
ょ
こ
っ
と
共
済
」 

 
 

 

交
通
災
害
共
済
「ち
ょ
こ
っ
と
共
済
」は
、
東
京
都

39
市
町
村
の
住
民
が
会
費
を
出
し
合
い
、
交
通
事
故

に
あ
っ
た
と
き
、
見
舞
金
を
受
け
ら
れ
る
助
け
合
い

の
制
度
で
す
。 

 

小
笠
原
村
に
住
民
登
録
、
外
国
人
登
録
を
し
て
い

る
方
な
ら
ど
な
た
で
も
加
入
で
き
ま
す
。 

 

各
ご
家
庭
に
配
布
し
ま
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
・
加

入
申
込
書
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
変
更
点
を
ご
確
認

の
う
え
ご
加
入
く
だ
さ
い
。 

【
Ａ
コ
ー
ス
】 

年
会
費
千
円
で
最
高
３
０
０
万
円
の
見
舞
金 

【
Ｂ
コ
ー
ス
】 

年
会
費
５
０
０
円
で
最
高
１
５
０
万
円
の
見
舞
金 

【
平
成
21
年
度
か
ら
の
変
更
点
】 

○
こ
れ
ま
で
の
10
等
級
制
か
ら
６
等
級
制
に
な

り
、
３
等
級
か
ら
６
等
級
の
見
舞
金
お
よ
び
見

舞
金
決
定
の
算
定
日
数
が
変
わ
り
ま
す
。 

○
交
通
遺
児
年
金
額
（遺
児
１
人
に
つ
き
）が
、
１

万
２
千
円
増
額
さ
れ
ま
す
。 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

村
民
課
住
民
係 

 
 
 
 

 

２
―
３
１
１
３ 

 
 

母
島
支
所
庶
務
係 

 
 
 

 

３
―
２
１
１
１ 

ち
ょ
こ
っ
と
共
済
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

http://w
w
w
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小笠原の花・木・鳥・魚 
花  ムニンヒメツバキ    木  タコノキ 
鳥  ハハジマメグロ      魚  アオムロ 

ﾀﾞﾑ 貯水率 

2/25現在 

父島 

100/100 

母島  

100/100 

1 月気象状況    （父島） 

最高気温   23.4℃ 

最低気温   11.1℃ 

平均気温   18.1℃ 

平均湿度   68％ 

月降水量  115.5mm 

住民基本台帳登録者数（2/1）                      

             2,442人 

             父島      母島               

  人口      1,988人   454人 

  世帯      1,072    234 

短期滞在者     50人     18人 

ＮＯ．５４８ 

平成 21 年(2009) 

３/１(日) 

小笠原 ―OGASAWARA－ 

村村民民だだよよりり 



  NO．548   平成 21（2009）年 3 月 1 日（日）                         編集・発行  小笠原村総務課 

-2- 

国
民
年
金 

 

◎
海
外
で
生
活
す
る
方
も
、
国
民
年
金
に
加
入
で
き

ま
す
。 

 

国
民
年
金
は
、
日
本
国
内
に
住
所
を
有
す
る
20
歳

以
上
60
歳
未
満
の
方
が
加
入
す
る
制
度
で
す
が
、
海

外
留
学
な
ど
海
外
で
生
活
を
す
る
人
は
、
希
望
に
よ

り
国
民
年
金
に
任
意
で
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

本
来
、
海
外
に
在
住
し
て
い
る
期
間
は
、
合
算
対

象
期
間
と
し
て
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
資
格
期
間
に

算
入
さ
れ
ま
す
が
、
年
金
額
の
計
算
に
は
反
映
さ
れ

ま
せ
ん
。
国
民
年
金
に
任
意
で
加
入
す
る
こ
と
に 

よ
っ
て
、
将
来
の
年
金
額
を
増
額
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。 

 

加
入
手
続
き
は
、
日
本
に
お
け
る
最
終
住
所
地
を

管
轄
す
る
社
会
保
険
事
務
所
、
ま
た
は
区
市
町
村
役

場
で
行
う
こ
と
と
な
り
ま
す
。
（日
本
に
お
け
る
最
終

住
所
地
が
な
い
場
合
は
、
千
代
田
社
会
保
険
事
務
所

で
受
付
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
） 

 
 

◎
外
国
籍
の
方
も
国
民
年
金
に
加
入
が
必
要
で
す
。 

国
民
年
金
は
、
日
本
国
内
に
住
所
を
有
す
る
20
歳

以
上
60
歳
未
満
の
方
が
加
入
す
る
制
度
で
す
。
外
国

籍
の
方
で
も
国
民
年
金
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。 

国
民
年
金
に
加
入
を
し
て
、
受
給
要
件
を
満
た
せ

ば
「老
齢
基
礎
年
金
」は
も
ち
ろ
ん
、
万
が
一
病
気
や

ケ
ガ
に
よ
っ
て
障
害
が
残
っ
た
場
合
に
は
「障
害
基

礎
年
金
」、
不
幸
に
も
亡
く
な
ら
れ
た
場
合
に
は
、
そ

の
妻
や
子
に
「遺
族
基
礎
年
金
」が
支
給
さ
れ
ま
す
。 

ま
た
、
短
期
間
で
帰
国
し
受
給
要
件
を
満
た
さ
な

か
っ
た
場
合
で
も
、
保
険
料
の
支
払
い
期
間
が
６
か

月
以
上
あ
れ
ば
、
帰
国
後
２
年
以
内
に
請
求
す
る
こ

と
に
よ
り
、
「脱
退
一
時
金
」が
受
け
取
れ
ま
す
。 

加
入
手
続
き
は
、
外
国
人
登
録
を
し
て
い
る
区
市

町
村
の
国
民
年
金
担
当
窓
口
に
て
行
っ
て
く
だ
さ 

い
。
た
だ
し
、
次
の
方
は
加
入
手
続
き
の
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。 

○
厚
生
年
金
保
険
に
加
入
の
方 

○
厚
生
年
金
保
険
・
共
済
組
合
に
加
入
し
て
い
る

方
の
被
扶
養
配
偶
者 

○
日
本
と
社
会
保
障
協
定
が
結
ば
れ
て
い
る
国
の

出
身
で
、
日
本
の
年
金
制
度
へ
の
加
入
が
免
除

さ
れ
て
い
る
方 

 

●
問
合
せ
先 

港
社
会
保
険
事
務
所 

 
 

  

０
３
―
５
４
０
１
―
３
２
１
１ 

村
民
課
住
民
係 

 
 
 
 

 

２
―
３
１
１
３ 

 

保
育
士
（非
常
勤
職
員
）募
集 

 

【
職
種
・
採
用
人
員
】
保
育
士 

２
名 

【
業
務
内
容
】
父
島
保
育
園
で
の
保
育
士
業
務 

【
応
募
資
格
】 

 
 

村
内
在
住
で
保
育
士
資
格
を
有
し
、
保
育
経
験

な
ど
の
あ
る
方 

 

※
採
用
期
間
、
勤
務
時
間
、
給
与
な
ど
の
詳
細
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 
 
 
 
 

 

２
―
３
９
３
９ 

 

健
康
診
断
30
年
記
念
誌
の
発
行 

  

昨
年
12
月
に
実
施
し
た
小
笠
原
村
健
康
診
断
は
、

今
回
で
30
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
本
事
業
は
昭
和

53
年
度
か
ら
年
に
１
回
、
財
団
法
人
東
京
顕
微
鏡
院

の
公
益
事
業
と
し
て
開
始
さ
れ
、
か
つ
て
は
「
成
人

病
ド
ッ
ク
」
と
い
う
名
称
で
し
た
。
そ
の
後
、
平
成
11

年
度
よ
り
老
人
保
健
法
に
基
づ
き
村
が
実
施
す
る

「住
民
健
診
」と
な
り
、
今
年
度
よ
り
医
療
保
険
者
に

よ
る
特
定
健
診
や
村
が
実
施
す
る
が
ん
検
診
等
を
総

合
的
に
実
施
す
る
「小
笠
原
村
健
康
診
断
」が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。 

 

こ
の
た
び
、
昭
和
53
年
度
か
ら
当
村
の
健
診
事
業

を
担
っ
て
い
た
だ
い
た
東
京
顕
微
鏡
院
お
よ
び
平
成

15
年
か
ら
同
院
よ
り
医
療
機
関
部
門
と
し
て
独
立

し
、
そ
の
後
の
村
の
健
診
事
業
を
担
っ
て
い
た
だ
い

た
医
療
法
人
社
団
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
元
氣
プ
ラ
ザ

の
共
同
発
行
に
よ
る
記
念
誌
「
小
笠
原
健
康
な
村
づ

く
り 

健
康
診
断
30
年
の
あ
ゆ
み
」が
完
成
し
ま
し

た
。
本
記
念
誌
は
、
健
診
30
年
の
歴
史
を
振
り
返
る

と
共
に
、
健
診
結
果
デ
ー
タ
な
ど
の
ま
と
め
や
専
門

家
な
ど
の
考
察
、
ま
た
昨
年
８
月
に
実
施
し
た
「小
笠

原
魅
力
あ
る
健
康
づ
く
り
に
向
け
た
ア
ン
ケ
ー
ト
」

の
集
計
結
果
や
、
村
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
・

ご
感
想
な
ど
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
ま
す
。 

 

本
記
念
誌
は
次
の
場
所
に
て
無
料
で
配
布
し
て
お

り
ま
す
。
た
だ
し
、
部
数
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
の

で
、
在
庫
が
無
く
な
り
し
だ
い
配
布
を
終
了
い
た
し

ま
す
。 

【
配
布
場
所
】
村
役
場
村
民
課
福
祉
係 

  
 
 
 
 
 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

 

２
―
３
９
３
９ 

 

小
笠
原
村
奨
学
資
金 

 

小
笠
原
村
で
は
、
大
学
、
高
等
専
門
学
校
、
ま
た

は
専
修
学
校
に
在
学
し
、
心
身
健
全
に
し
て
、
か
つ

経
済
的
理
由
に
よ
り
就
学
困
難
な
方
を
対
象
に
学
資

金
の
貸
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

貸
付
の
資
格
・
条
件
、
申
請
方
法
、
償
還
の
方
法

な
ど
、
詳
細
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

奨
学
生
は
、
届
出
の
内
容
（本
人
や
連
帯
保
証
人
の

住
所
そ
の
他
）に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
、
休
学
・
復

学
・
転
学
・
退
学
な
ど
が
あ
っ
た
場
合
に
は
届
け

出
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
毎
学
年
の
初
め
に
「在
学
証

明
書
」、
今
年
度
で
貸
付
の
終
了
す
る
方
は
、
「学
資

金
借
用
証
書
」
の
提
出
が
必
要
で
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

教
育
委
員
会 

 
 

２
―
３
１
１
７ 

 

２
０
０
８
小
笠
原
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト 

入
選
作
品
の
発
表 

 

２
０
０
８
小
笠
原
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
の
審
査

（特
別
審
査
員
・
写
真
家 

榊
原
透
雄
氏
）を
実
施
し
次

の
と
お
り
入
選
者
を
決
定
し
ま
し
た
。
多
数
の
ご
応

募
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
入
選

作
品
に
つ
い
て
は
、
村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。 

◎
入
選
者 

「 

」
内
は
作
品
名 

敬
称
略 

【
一
般
の
部
】 

《
金
賞
》
「
何
し
て
ん
の
？
」 

仁
尾 

武
雄
（
大
阪
府
豊
中
市
） 

《
銀
賞
》
「
こ
ん
に
ち
は
」 

沼
田 

伸
一
（
父
島
） 

《
銅
賞
》
「
ブ
ル
ー
エ
ア
ー
」 

中
田 

智
子
（
東
京
都
町
田
市
） 

《
ク
ジ
ラ
・
イ
ル
カ
部
門
賞
》
「
突
如
と
し
て
」 

平
田 

五
寿
芽
（
東
京
都
渋
谷
区
） 

《
マ
リ
ン
部
門
賞
》
「
光
の
リ
ズ
ム
」 

大
山 

貴
義
（
埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
） 

《
フ
ィ
ー
ル
ド
部
門
賞
》
「
流
星
観
測
」 

川
上 

憲
一
（
神
奈
川
県
横
浜
市
） 

《
佳
作
》 

 

 

重
原 

誠
（
石
川
県
河
北
郡
）
、
大
倉 

清
司

（
東
京
都
町
田
市
）
平
尾 

祐
子
（
東
京
都
練

馬
区
）
、 

吉
田 

剛
（
東
京
都
江
戸
川
区
）
、

田
口 

早
紀
（
神
奈
川
県
藤
沢
市
）
、
加
藤 

繭

美
（
茨
城
県
つ
く
ば
市
） 

【
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
】
小
学
生
部
門 

《
金
賞
》
「
ク
マ
ノ
ミ
の
仲
良
し
親
子
」 

村
井 

竜
馬
（
父
島
） 

《
銀
賞
》
「
青
い
空
」 

大
津 

萌
夏
（
父
島
） 

《
銅
賞
》
「
て
ん
に
む
か
っ
て
い
る
り
ゅ
う
」 

加
藤 

万
琳
（
茨
城
県
つ
く
ば
市
） 

【
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
】
中
学
生
部
門 

  

《
金
賞
》
「
青
雲
」 

 
  

 

塩
脇 

徹
（
東
京
都
西
東
京
市
） 

  

《
銀
賞
》
「
東
京
か
ら
１
０
０
０
㎞
」 

 
  

 

向
後 

そ
の
ら
（
父
島
） 

  

《
銅
賞
》
「
ウ
ミ
ウ
シ
…
だ
よ
ね
？
」 

 
  

 

新
島 

碧
（
父
島
） 

【
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
】
高
校
生
部
門 

  

《
金
賞
》
「
夢
の
入
り
口
」 

 
  

 

小
野
瀬 

郁
己
（
茨
城
県
水
戸
市
） 

 
 

 

●
問
合
せ
先 

産
業
観
光
課 

 
 

２
―
３
１
１
４ 

 

村
役
場
職
員
人
事 

 

【
退
職
】
２
月
28
日
付 

 
 

建
設
水
道
課 

 

松
澤 

孝
和 
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母
島
巡
回
労
働
相
談 

  

小
笠
原
総
合
事
務
所
が
実
施
す
る
、
３
月
の
「母
島

巡
回
労
働
相
談
」の
日
程
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

当
日
、
都
合
が
悪
く
来
館
で
き
な
い
方
は
、
電
話

に
よ
る
相
談
も
可
能
で
す
。 

【
日
時
】
３
月
16
日
（月
）
午
後
５
時
〜
６
時 

【
場
所
】
母
島
村
民
会
館
２
階
会
議
室 

【
相
談
内
容
】 

○
労
働
条
件
（
労
働
時
間
、
賃
金
、
解
雇
等
） 

○
求
人
求
職
（
求
人
・
求
職
申
込
等
） 

○
労
災
保
険
（
加
入
、
労
災
給
付
等
） 

○
雇
用
保
険
（
加
入
、
失
業
給
付
等
） 

 ●
問
合
せ
先 

小
笠
原
総
合
事
務
所
２
―
２
１
０
２ 

 

保
全
管
理
委
員
会
の
開
催 

  

昨
年
９
月
30
日
か
ら
開
始
し
た
森
林
生
態
系
保

護
地
域
に
お
け
る
新
た
な
利
用
ル
ー
ル
の
導
入
に
つ

い
て
は
、
多
く
の
村
民
の
皆
様
の
ご
協
力
を
い
た
だ

い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
今
回
の
委
員
会
で
は
そ
の

利
用
ル
ー
ル
の
今
後
の
課
題
等
に
つ
い
て
検
討
す
る

予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

利
用
専
門
部
会
お
よ
び
保
全
管
理
委
員
会
は
公
開

に
よ
り
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
傍
聴
を
希
望
さ
れ
る
方

は
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
併
せ
て
住
民
報
告
会
も
開
催

し
ま
す
の
で
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。 

◎
利
用
専
門
部
会 

【
日
時
】
３
月
３
日
（火
）
午
後
２
時
45
分
〜
４
時 

【
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

 

◎
保
全
管
理
委
員
会 

【
日
時
】
３
月
３
日
（火
） 

午
後
４
時
15
分
〜
５
時
45
分 

【
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

◎
住
民
説
明
会 

【
父
島
】 

 

《
日
時
》
３
月
３
日
（火
）
午
後
７
時
〜
８
時 

 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室 

【
母
島
】 

 

《
日
時
》
３
月
４
日
（水
）
午
後
７
時
〜
８
時 

 

《
場
所
》
母
島
村
民
会
館
２
階
会
議
室 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
総
合
事
務
所
国
有
林
課
２
―
２
１
０
３ 

 

森
林
生
態
系
保
護
地
域
へ
の
入
林
受
付 

 

母
島
に
お
い
て
保
護
地
域
内
の
指
定
ル
ー
ト
を
利

用
す
る
た
め
の
簡
易
な
講
習
と
入
林
申
請
受
付
を
次

の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。 

た
だ
し
、
自
己
所
有
地
へ
の
通
行
に
つ
い
て
は
、

入
林
手
続
き
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

【
受
付
日
時
】
３
月
16
日
（月
）
午
後
７
時
〜
８
時 

【
場
所
】
母
島
村
民
会
館
２
階
会
議
室 

【
ご
持
参
い
た
だ
く
も
の
】 

印
鑑
、
村
民
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
も
の

（免
許
証
、
居
住
証
明
書
な
ど
）
、
各
家
庭
に
配
布

し
た
11
枚
綴
り
の
資
料
「
村
民
の
皆
様
へ
」 

 

※
父
島
に
お
い
て
は
、
随
時
電
話
で
の
予
約
を
受
け

付
け
て
お
り
ま
す
の
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

※
な
お
、
こ
れ
ま
で
に
許
可
を
受
け
て
い
る
方
で
４

月
に
転
勤
な
ど
で
転
出
さ
れ
る
方
は
「利
用
講
習

修
了
証
」
「入
林
許
可
証
」
「入
林
年
間
パ
ス
」を
忘

れ
ず
に
返
納
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
総
合
事
務
所
国
有
林
課 

 
 

小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
全
対
策
室 

２
―
２
１
０
３ 

 

小
笠
原
警
察
署
か
ら
の
お
知
ら
せ 

 

◎
飲
酒
運
転
根
絶
を
目
指
す 

小
笠
原
警
察
署
で
は
、
飲
酒
運
転
根
絶
を
目
指
し

対
策
を
講
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
未
だ
飲
酒
運

転
に
よ
る
交
通
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。 

                

村
民
の
皆
様
方
と
警
察
署
が
一
丸
と
な
っ
て
飲
酒

運
転
の
な
い
「
飲
酒
運
転
根
絶
の
島
・
小
笠
原
」
を

築
き
ま
し
ょ
う
。 

 

飲
酒
運
転
す
る
の
も
、
さ
せ
る
の
も
、
犯
罪
で
す
。 

 

◎
75
歳
以
上
の
方
の
免
許
更
新
に
講
習
予
備
検
査

（認
知
機
能
の
検
査
）の
導
入 

本
制
度
の
目
的
は
、
記
憶
力
・
判
断
力
な
ど
の
低

下
が
運
転
に
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
を

理
解
し
て
い
た
だ
き
、
よ
り
一
層
高
齢
者
の
方
に
安

全
運
転
を
継
続
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
行
わ
れ
ま
す
。 

75
歳
以
上
の
方
が
運
転
免
許
の
更
新
を
受
け
よ

う
と
す
る
場
合
は
、
更
新
期
間
が
満
了
す
る
日
（運
転

免
許
証
の
有
効
期
限
日
）前
６
か
月
以
内
に
講
習
予

備
検
査
を
受
検
し
、
こ
の
検
査
結
果
に
基
づ
き
高
齢

者
講
習
を
受
講
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。 

こ
の
検
査
の
導
入
に
伴
い
高
齢
者
講
習
の
受
講
期

間
も
更
新
期
間
満
了
日
「３
か
月
前
」か
ら
「６
か
月

前
」に
変
更
さ
れ
ま
す
。 

講
習
予
備
検
査
は
、
本
年
６
月
１
日
（施
行
日
）か

ら
実
施
さ
れ
ま
す
が
、
対
象
と
な
る
方
は
、
施
行
日

か
ら
起
算
し
て
６
か
月
を
経
過
し
た
日
以
後
に
免
許

証
の
更
新
期
間
満
了
日
を
迎
え
る
方
と
さ
れ
て
お
り
、

具
体
的
に
は
11
月
１
日
生
ま
れ
の
75
歳
以
上
の
方 

                

で
平
成
21
年
12
月
１
日
に
免
許
証
の
有
効
期
間
が

満
了
す
る
方
か
ら
と
な
り
ま
す
。 

な
お
、
予
備
検
査
は
小
笠
原
警
察
署
で
受
検
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

◎
交
通
事
故
・
飲
酒
運
転
な
ど
の
行
政
基
礎
点
数 

 

の
引
き
上
げ 

運
転
免
許
の
取
り
消
し
を
受
け
た
方
が
、
免
許
を

改
め
て
取
り
直
す
こ
と
が
で
き
る
ま
で
の
期
間
（欠

格
期
間
）が
、
５
年
か
ら
最
長
10
年
に
延
長
さ
れ
ま

す
。
こ
れ
に
伴
い
交
通
事
故
や
飲
酒
転
な
ど
の
行
政

基
礎
点
数
が
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。
（右
表
） 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
警
察
署 

 

２
―
２
１
１
０ 

 

小
笠
原
警
察
署 

少
年
柔
道
・
剣
道
部
員
募
集 

  

小
笠
原
警
察
署
で
は
、
本
年
４
月
１
日
か
ら
の
少

年
柔
道
・
剣
道
の
新
入
部
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。 

（途
中
か
ら
の
入
会
は
で
き
ま
せ
ん
。
） 

【
対
象
者
】 

 
 

今
年
か
ら
小
学
校
に
入
学
す
る
小
学
校
１
年
生

以
上
の
児
童
（男
女
問
わ
ず
） 

引き上げられた主な事故・違反の一例 

酒
気
帯
び
運
転 

（
呼
気
０
・
25
㎎
未
満
／
㍑
） 

酒
気
帯
び
運
転 

（
呼
気
０
・
25
㎎
以
上
／
㍑
） 

麻
薬
等
運
転 

救
護
義
務
違
反 

酒
酔
い
運
転 

危
険
運
転
致
傷 

（
治
療
期
間
３
か
月
以
上
） 

危
険
運
転
致
死 

違

反

行

為 

６
点 

13
点 

25
点 

23
点 

25
点 

45
点 

45
点 

基
礎
点
数 現

行 停
止
30
日 

停
止
90
日 

欠
格
２
年 

欠
格
２
年 

欠
格
２
年 

欠
格
５
年 

欠
格
５
年 

欠
格
期
間
等 

13
点 

25
点 

35
点 

35
点 

35
点 

55
点 

62
点 

基
礎
点
数 改

正

後 停
止
90
日 

欠
格
２
年 

欠
格
３
年 

欠
格
３
年 

欠
格
３
年 

欠
格
７
年 

欠
格
８
年 

欠
格
期
間
等 
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【
練
習
時
間
】 

 
《
柔
道
》
毎
週
水
曜
日 

 
 
 
 
 
 

午
後
４
時
〜
５
時
（新
入
部
員
） 

 
 
 
 
 
 

午
後
５
時
〜
６
時
（現
部
員
の
小
学
生
） 

 
 
 
 
 
 

午
後
６
時
〜
７
時
（中
学
生
以
上
） 

 

《
剣
道
》
毎
週
木
曜
日 

 
 
 
 
 
 

午
後
５
時
〜
６
時 

（新
入
部
員
・
現
部
員
の
小
学
生
） 

 
 
 
 
 
 

午
後
６
時
〜
７
時
（中
学
生
以
上
） 

【
練
習
場
所
】
小
笠
原
警
察
署
道
場 

【
募
集
締
切
】
３
月
31
日
（火
） 

【
見
学
時
間
】
午
後
５
時
〜
６
時
の
間
い
つ
で
も
可 

 

※
申
込
書
は
、
警
察
署
に
あ
り
ま
す
。 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
警
察
署
生
活
安
全
係 

２
―
２
１
１
０ 

 

交
通
少
年
団
員
募
集 

 

【
資
格
】
小
学
校
１
年
生
以
上
の
男
女 

 

詳
し
く
は
、
小
笠
原
警
察
署
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
警
察
署 

 

２
―
２
１
１
０ 

 

テ
レ
ビ
地
上
波
放
送
中
断 

 
 

太
陽
雑
音
の
電
波
妨
害
現
象
（※
）に
よ
り
、
次
の

時
間
、
放
送
が
中
断
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご

了
承
く
だ
さ
い
。 

【
予
想
日
】
３
月
７
日
（土
）〜
11
日
（水
） 

【
予
想
時
刻
】 

午
後
０
時
43
分
ご
ろ
か
ら
約
３
〜
８
分
間 

※
太
陽
雑
音
に
よ
る
電
波
妨
害
と
は
、
太
陽
、
放

送
衛
星
、
受
信
地
が
一
直
線
に
並
ん
だ
と
き
に
、

衛
星
電
波
と
と
も
に
強
力
な
太
陽
雑
音
を
受

け
る
た
め
に
起
こ
る
現
象
で
す
。
春
分
お
よ
び

秋
分
の
日
の
前
後
に
発
生
し
ま
す
。 

 ◎
脱
退
お
よ
び
加
入
の
お
願
い 

 
 

転
勤
な
ど
で
小
笠
原
村
か
ら
転
出
す
る
組
合
員

の
方
は
、
脱
退
の
手
続
き
を
忘
れ
ず
に
し
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
テ
レ
ビ
地
上
波
放
送
を
ご
覧
の
方

は
、
テ
レ
ビ
視
聴
管
理
組
合
に
加
入
い
た
だ
き
利

用
料
を
お
支
払
い
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。 

【
受
付
場
所
】 

 

《
父
島
》
小
笠
原
村
テ
レ
ビ
視
聴
管
理
組
合 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
村
役
場
第
２
庁
舎
）

 

《
母
島
》
母
島
支
所 

 

●
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
村
テ
レ
ビ
視
聴
管
理
組
合 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２
―
３
５
１
０ 

 

太
陽
雑
音
の
電
波
妨
害 

 

太
陽
雑
音
の
電
波
妨
害
に
よ
り
次
の
時
間
帯
は
本

土
と
の
通
信
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
、
皆
様
の
ご
協
力
と
ご
理
解
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。 

【
予
想
日
時
】
３
月
５
日
（木
）〜
10
日
（火
） 

 
 
 
 
 
 
 

午
前
10
時
40
分
〜
50
分 

 
 
 
 
 
 
 

午
後
０
時
25
分
〜
35
分 

 

●
問
合
せ
先 

 

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本･

東
京
西
１
１
３
カ
ス
タ
マ
セ
ン
タ  

（局
番
な
し
）１
１
３ 

 

工
事
の
お
知
ら
せ 

  

小
笠
原
支
庁
港
湾
課
で
は
、
次
の
と
お
り
工
事
を

実
施
し
て
お
り
ま
す
。
工
事
期
間
中
は
、
皆
様
に
ご

不
便
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。 

◎
二
見
港
船
客
待
合
所
等
補
修
工
事 

 

二
見
港
の
施
設
の
老
朽
化
に
伴
い
、
船
客
待
合
所

お
よ
び
は
は
じ
ま
丸
休
憩
所
の
外
壁
等
の
補
修
と
上

屋
の
屋
根
の
葺
き
替
え
工
事
を
実
施
し
ま
す
。 

【
工
期
】
３
月
30
日
（月
）ま
で 

【
問
合
せ
先
】
杉
田
建
設
興
業
㈱ 

２
―
２
１
２
６ 

 

◎
青
灯
ト
イ
レ
補
修
工
事 

 

青
灯
ト
イ
レ
は
、
老
朽
化
の
た
め
全
面
的
に
補
修

を
行
い
ま
す
。
工
事
期
間
中
は
安
全
確
保
の
た
め
使

用
を
中
止
し
ま
す
の
で
、
船
客
待
合
所
か
大
神
山
公

園
（大
村
海
岸
）の
ト
イ
レ
の
使
用
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

な
お
、
３
月
10
，
11
日
、
24
，
25
日
、
28
，
29

日
は
観
光
船
が
入
港
予
定
の
た
め
、
混
雑
が
予
想
さ

れ
る
の
で
、
そ
の
期
間
は
使
用
で
き
る
よ
う
に
し
ま

す
。 

【
工
期
】
３
月
30
日
（月
）ま
で 

【
問
合
せ
先
】
㈱
品
川
建
設 

 
 

２
―
２
０
５
６ 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
支
庁
港
湾
課
２
―
２
１
０
５ 

 
 

 

大
神
山
公
園
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
職
員
募
集 

  
㈶

東
京
都
公
園
協
会
は
、
平
成
20
年
４
月
１
日
か

ら
都
立
大
神
山
公
園
の
指
定
管
理
者
と
し
て
管
理
運

営
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

こ
の
た
び
、
公
園
内
宮
之
浜
道
の
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
（公
園
管
理
所
）に
お
い
て
、
職
員
を
募
集
い
た

し
ま
す
。
詳
細
は
、
掲
示
板
チ
ラ
シ
ま
た
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

【
管
理
所
名
称
】
大
神
山
公
園
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー 

（父
島
字
宮
之
浜
道
） 

【
勤
務
開
始
日
】
平
成
21
年
４
月
１
日 

【
勤
務
時
間
】
午
前
８
時
〜
午
後
５
時
30
分 

 
 
 
 
 
 

（正
午
〜
午
後
１
時
30
分
を
除
く
） 

【
採
用
人
員
】
１
名 

 

●
問
合
せ
先 

㈶

東
京
都
公
園
協
会
（採
用
担
当
） 

 
 
 
 
 
 
 
 

０
３
―
３
２
３
２
―
３
０
１
２ 

 

電
話
に
よ
る
無
料
法
律
相
談 

 

第
二
東
京
弁
護
士
会
主
催
の
電
話
無
料
法
律
相
談

を
島
し
ょ
部
住
民
を
対
象
に
実
施
し
ま
す
。 

【
相
談
内
容
】
無
料
一
般
相
談 

【
実
施
日
程
】
３
月
27
日
（金
） 

【
実
施
時
間
】
午
前
10
時
〜
正
午 

（
１
件
あ
た
り
概
ね
20
分
） 

事
前
の
予
約
は
不
要
で
す
が
、
相
談
の
電
話
が
混

み
合
う
こ
と
も
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
事
前
予
約
も

受
け
付
け
ま
す
。
事
前
予
約
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

３
月
25
日
（水
）ま
で
に
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先
・
事
前
予
約
受
付 

 
 

第
二
東
京
弁
護
士
会
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー 

 

０
３
―
３
５
９
２
―
１
８
５
５ 

                              

３月の燃料油価格変動調整金 
 

 ３月の調整金を含む運賃（旅客・貨物）は、次のとおり改定となります。 

翌月以降の調整金については、直接営業所（２―２１１１）まで、お問い合
わせください。※（  ）内は変動調整額 

単位：円 

小
笠
原
海
運
㈱ 

０
３
―
３
４
５
１
―
５
１
７
１ 

お
が
さ
わ
ら
丸 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

等 級 大 人 小 人 

２ 等 ２１，２１０ (-1,360) １０，６１０ (-680) 

特 ２ 等 ３１，８１０ (-2,040) １５，９１０ (-1,020) 

１ 等 ４２，４３０ (-2,710) ２１，２１０ (-1,360) 

特 １ 等 ４９，０５０ (-3,140) ２４，５３０ (-1,570) 

特 等 ５３，１００ (-3,390) ２６，５５０ (-1,700) 

２等（学割） １６，９７０ (-1,090) 
 

２等 
（身体障害者割引） 

１０，６１０ (-680)  ５，３１０ (-340) 
村民割引 
（往復）２等 ３１，８２０ (-2,040) １５，９２０ (-1,020) 

貨
物
運
賃 

１ 等 品 １４，５９６ (-608) 

２ 等 品 １３，５８８ (-566) 

３ 等 品 １２，４９９ (-521) 

小口貨物 

（１口） 

０．１０トン以下  １，４６２ (-61) 

０．０７５トン以下  １，０８９ (-45) 

伊
豆
諸
島
開
発
㈱ 

０
３
―
３
４
５
５
―
３
０
９
０ 

貨
物
運
賃 

１ 等 品  ８，２８２ （+218） 

２ 等 品  ７，７６４ （+204） 

３ 等 品  ７，２４７ （+191） 

小口貨物 

（１口） 

０．１０トン以下 ８３０ （+22） 

０．０７５トン以下 ６２５ （+16） 

 

は
は
じ
ま
丸 

 
 
 
 
 

 
 

等 級 大 人 小 人 

２ 等 ３，９５０ (+170) １，９８０ (+90) 

１ 等 ７，９００ (+340) ３，９５０ (+170) 

村民割引 
（往復）２等 ５，１４０ (+220) ２，５８０ (+120) 
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東
京
三
弁
護
士
会
に
よ
る
法
律
相
談 

 
東
京
三
弁
護
士
会
主
催
に
よ
る
法
律
相
談
を
開
催

し
ま
す
。
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
ぜ
ひ
こ
の
機

会
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
（
予
約
が
必
要
で
す
。
） 

【
相
談
内
容
・
時
間
】 

 
 

無
料
一
般
相
談
（
１
コ
マ
40
分
以
内
） 

【
母
島
】 

《
日
時
》
３
月
８
日
（日
）
午
後
７
時
〜
９
時 

 

《
場
所
》
母
島
支
所
２
階
会
議
室 

【
父
島
】 

 

《
日
時
》
３
月
９
日
（月
）
午
後
３
時
〜
５
時 

 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

【
予
約
受
付
時
間
】 

 
 

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時 

（
祝
日
お
よ
び
正
午
〜
午
後
１
時
を
除
く
） 

【
主
催
】
東
京
弁
護
士
会 

 
 
 
 

第
一
東
京
弁
護
士
会 

 
 
 
 

第
二
東
京
弁
護
士
会 

 

●
問
合
せ
・
予
約
電
話
番
号 

 
 

法
律
相
談
セ
ン
タ
ー 

 

０
３
―
３
５
９
５
―
８
５
７
５ 

 

ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン 

  

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
や
夏
に
向
け
て
い
つ
で
も

き
れ
い
な
海
岸
を
保
つ
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
商
工

会
青
年
部
で
は
釣
浜
海
岸
の
ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン
を
行

い
ま
す
。 

 

今
回
は
、
同
時
期
に
訪
れ
る
帝
京
科
学
大
学
の
学

生
さ
ん
と
共
同
で
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。 

【
日
時
】
３
月
９
日
（月
） 

 
 
 
 
 

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
０
時
30
分 

 
 
 
 

※
雨
天
中
止 

【
集
合
場
所
】
釣
浜
駐
車
場
（
午
前
10
時
30
分
集
合
） 

【
持
ち
物
】
飲
み
物
、
動
き
や
す
い
服
装 

 
 
 
 
 

※
ゴ
ミ
袋
と
軍
手
は
用
意
し
て
い
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
村
商
工
会
青
年
部 

 

２
―
２
６
６
６ 

島
で
あ
そ
び
隊
！ 

 

【
山
で
あ
そ
び
隊
！
】
※
抽
選 

 

 

〜
身
近
な
山
を
探
検
し
て
み
よ
う
！
〜 

《
日
時
》
３
月
15
日
（日
） 

午
前
10
時
〜
午
後
４
時
30
分 

 

【
農
業
セ
ン
タ
ー
で
あ
そ
び
隊
！
】
※
抽
選 

 

 

〜
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
に
挑
戦
！
〜 

《
日
時
》
３
月
18
日
（水
） 

 

午
後
１
時
40
分
〜
３
時
45
分 

 

【
対
象
者
】
小
学
生 

【
予
約
方
法
】 

用
紙
で
の
応
募
と
な
り
、
電
話
で
の
予
約
は
で

き
ま
せ
ん
。 

【
申
込
締
切
】
３
月
６
日
（金
） 

 
 

※
詳
細
は
、
島
で
あ
そ
び
隊
チ
ラ
シ
に
て
ご
確
認
く

だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

Ｂ
Ｉ
Ｏ 

あ
そ
び
隊
事
務
局 

 

０
９
０
｜
５
２
０
３
―
６
７
５
９ 

  

 
 

乳
幼
児
健
診
・
歯
科
健
診 

 

対
象
者
の
方
に
は
、
個
別
に
通
知
い
た
し
ま
す
。 

６
歳
未
満
の
乳
幼
児
で
健
診
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

事
前
に
電
話
で
の
ご
予
約
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

【
対
象
者
】 

３
，
４
か
月
、
６
，
７
か
月
、
９
，
10
か
月
、 

１
歳
６
か
月
、
２
歳
６
か
月
（歯
科
健
診
の
み
）、 

３
歳
の
乳
幼
児 

【
母
島
】 

《
日
時
》
３
月
５
日
（木
）
午
後
２
時
〜
３
時 

《
場
所
》
母
島
診
療
所
２
階 

【
父
島
】 

《
日
時
》
３
月
12
日
（木
）
午
後
２
時
〜
３
時 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
大
会
議
室 

 
 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

 

２
―
３
９
３
９ 

 
 
 
 
 
 

母
島
支
所 

 
 
 

３
―
２
１
１
１ 

乳
幼
児
育
児
相
談
・
子
育
て
セ
ミ
ナ
ー 

 

◎
乳
幼
児
育
児
相
談 

臨
床
心
理
士
が
来
島
し
、
0
歳
〜
就
学
前
の
お
子

さ
ま
を
も
つ
保
護
者
を
対
象
に
く
せ
や
発
達
、
し
つ

け
な
ど
の
相
談
に
個
別
に
応
じ
ま
す
。
電
話
ま
た
は

窓
口
で
お
申
し
込
み
下
さ
い
。 

【
母
島
】
《
日
時
》
３
月
８
日
（日
） 

午
後
３
時
30
分
〜
５
時
30
分 

《
場
所
》
母
島
支
所
大
広
間 

【
父
島
】
《
日
時
》
３
月
10
日
（火
） 

午
前
９
時
〜
午
後
４
時 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
研
修
和
室 

【
申
込
締
切
】
３
月
６
日
（金
） 

 

◎
子
育
て
セ
ミ
ナ
ー
「
遊
び
っ
て
大
事
！
」 

子
ど
も
は
遊
び
に
た
く
さ
ん
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
感

情
を
注
ぎ
ま
す
。
皆
さ
ん
で
子
ど
も
の
遊
び
に
つ
い

て
考
え
ま
せ
ん
か
。 

【
対
象
】
就
学
前
の
子
ど
も
が
い
る
保
護
者
の
方 

【
母
島
】
《
日
時
》
３
月
９
日
（月
） 

午
前
９
時
30
分
〜
10
時
30
分 

《
場
所
》
母
島
支
所
大
広
間 

【
父
島
】
《
日
時
》
３
月
10
日
（火
） 

午
後
６
時
30
分
〜
７
時
30
分 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 

村
民
課
福
祉
係 

 
 
 
 

 

２
―
３
９
３
９ 

 

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室 

 

健
康
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を

し
ま
せ
ん
か
。
医
師
か
ら
運
動
を
止
め
ら
れ
て
い
る

方
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。 

【
対
象
者
】
20
歳
以
上
の
方 

【
母
島
】
《
日
時
》
３
月
17
日
（火
） 

午
後
２
時
〜
３
時
30
分 

《
集
合
場
所
》
母
島
支
所
大
広
間 

《
コ
ー
ス
》
島
内
を
約
１
時
間 

【
父
島
】
《
日
時
》
３
月
20
日
（金
）、
25
日
（水
） 

午
前
９
時
〜
11
時
30
分 

 

《
集
合
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

《
コ
ー
ス
》
大
村
・
奥
村
周
辺
、
宮
之
浜
・

清
瀬
周
辺
を
約
1
時
間  

【
そ
の
他
】 

○
歩
き
や
す
い
靴
な
ど
運
動
の
で
き
る
服
装
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。 

○
水
分
摂
取
が
で
き
る
よ
う
飲
み
物
を
お
持
ち
く

だ
さ
い
。 

○
雨
天
時
は
室
内
で
運
動
を
行
い
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

 

２
―
３
９
３
９ 

 
 
 
 
 
 

母
島
支
所 

 
 
 

３
―
２
１
１
１ 

 

公
開
い
き
い
き
体
操
教
室
（父
島
） 

 
 

い
き
い
き
体
操
教
室
を
開
催
し
ま
す
。
申
し
込
み

が
な
く
て
も
参
加
で
き
ま
す
。 

【
対
象
者
】
60
歳
以
上
の
村
民
の
方 

※
た
だ
し
次
に
あ
て
は
ま
る
方
は
参
加
で
き
ま
せ
ん
。 

①
主
治
医
に
よ
り
運
動
負
荷
を
禁
止
さ
れ
て
い
る
方 

②
歩
行
に
介
助
が
必
要
な
方 

③
要
介
護
1
以
上
の
認
定
を
受
け
て
い
る
方 

【
日
時
】
３
月
３
日
（火
）〜
31
日
（火
） 

の
毎
週
火
・
木
曜
日 

 
 
 
 

午
前
９
時
30
分
〜
11
時 

【
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

 

●
問
合
せ
先 

明
老
会 

 
 
 
 

２
―
３
９
１
１ 

 

専
門
診
療 

 

◎
産
科
・
婦
人
科 

【
母
島
】 

《
日
時
》
３
月
15
日
（日
） 

《
場
所
》
母
島
診
療
所 

【
父
島
】 

《
日
時
》
３
月
17
日
（火
）、
19
日
（木
）、 

20
日
（金
）、
23
日
（月
） 

《
場
所
》
小
笠
原
村
診
療
所 

※
父
島
・
母
島
と
も
に
、
予
約
制
に
て
行
い
ま
す
。 

受
診
を
ご
希
望
の
方
は
、
平
日
（水
曜
日
を

除
く
）の
午
後
１
時
30
分
〜
５
時
の
間
に
診
療
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所
へ
お
電
話
ま
た
は
直
接
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
助
産
師
ま
た
は
看
護
師
が
承
り
ま
す
。 

※
予
約
は
３
月
２
日
（月
）か
ら
開
催
中
も
随
時
受

け
付
け
て
い
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 
小
笠
原
村
診
療
所 

２
―
３
８
０
０ 

 
 
 
 
 
 

母
島
診
療
所 

 
 

３
―
２
１
１
５ 

    

ア
カ
ポ
ッ
ポ
探
検
隊 

 

第
12
回
「
脳
卒
中
注
意
報
」 

 

沖
縄
に
は
海
水
を
飲
む
カ
ラ
ス
バ
ト
が
い
る
っ
て

知
っ
て
い
ま
す
か
？ 

味
覚
に
は
意
味
が
あ
り
ま
す
。
甘
み
は
糖
分
で
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
な
り
ま
す
。
旨
み
は
ア
ミ
ノ
酸
で
、
体
を

作
る
素
に
な
り
ま
す
。
酸
味
は
食
べ
物
の
熟
度
や
鮮

度
を
、
苦
み
は
毒
の
存
在
を
教
え
て
く
れ
ま
す
。
そ

し
て
、
し
ょ
っ
ぱ
さ
は
ミ
ネ
ラ
ル
を
感
じ
て
い
ま
す
。 

動
物
に
は
ミ
ネ
ラ
ル
が
必
要
で
す
。
塩
を
お
い
し

く
感
じ
る
の
は
、
体
が
ミ
ネ
ラ
ル
を
喜
ん
で
い
る
か

ら
で
す
。
適
度
な
ミ
ネ
ラ
ル
摂
取
は
、
長
生
き
の
秘

訣
で
す
。
肉
食
動
物
は
、
他
の
動
物
を
食
べ
、
そ
の

体
内
の
ミ
ネ
ラ
ル
も
一

緒
に
取
り
込
み
ま
す
。 

植
物
に
は
ミ
ネ
ラ
ル

が
少
な
い
た
め
、
草
食

動
物
に
は
、
自
然
の
岩

塩
を
な
め
た
り
、
土
を

食
べ
た
り
す
る
種
が
い

ま
す
。
果
実
食
の
ア
オ

バ
ト
は
、
し
ば
し
ば
鉱

泉
や
海
水
を
飲
み
ま
す
。

時
に
は
荒
波
に
飲
ま
れ

て
溺
死
す
る
個
体
も
い

ま
す
。
長
生
き
す
る
の

も
命
が
け
で
す
。 

し
か
し
、
ア
カ
ポ
ッ
ポ
で
は
そ
う
い
う
報
告
は
あ

り
ま
せ
ん
。
な
ぜ
で
し
ょ
う
か
？
小
笠
原
は
島
が
小

さ
い
た
め
、
台
風
が
来
る
と
島
中
が
海
水
ま
み
れ
で

す
。
こ
の
た
め
、
ア
カ 

ポ
ッ
ポ
の
食
物
は
既
に
塩
味

が
付
い
て
い
る
と
い
う
仮
説
は
ど
う
で
し
ょ
う
。
車

を
錆
び
さ
せ
る
憎
き
潮
風
も
、
ア
カ
ポ
ッ
ポ
の
役
に

立
っ
て
い
る
と
思
え
ば
、
少
し
気
が
楽
に
な
り
ま
せ

ん
か
？ 森

林
総
合
研
究
所
主
任
研
究
員 

川
上
和
人 

 

●
問
合
せ
先 

教
育
委
員
会 

 
 

２
―
３
１
１
７ 

 

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ 

 
 
 

 

協
会
（Ｏ
Ｗ
Ａ
）の
コ
ー
ナ
ー 

 

小
笠
原
で
暮
ら
す
イ
ル
カ
た
ち 

パ
ー
ト
56 

「
ア
ホ
ウ
ド
リ
に
も
注
目
！
」 

 

小
笠
原
で
は
、
11
月
過

ぎ
か
ら
５
月
中
旬
く
ら
い

ま
で
、
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
を

観
察
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
11
月
過
ぎ
か
ら

６
月
上
旬
く
ら
い
に
か
け
、

ク
ロ
ア
シ
ア
ホ
ウ
ド
リ
と

コ
ア
ホ
ウ
ド
リ
と
い
う
２

種
の
ア
ホ
ウ
ド
リ
類
が
繁

殖
の
た
め
に
小
笠
原
を
訪
れ
ま
す
。
ア
ホ
ウ
ド
リ
類

の
方
が
ち
ょ
っ
と
長
め
で
す
が
、
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
と

同
じ
よ
う
な
時
期
に
、
そ
の
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。 

今
年
２
月
、
ア
ホ
ウ
ド
リ
の
新
し
い
繁
殖
地
を
作

る
た
め
の
取
り
組
み
が
聟
島
で
始
ま
り
ま
し
た
。
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
で
伊
豆
鳥
島
か
ら
聟
島
に
輸
送
さ
れ
た

ア
ホ
ウ
ド
リ
の
ヒ
ナ
15
羽
は
、
巣
立
つ
ま
で
の
約
４

か
月
間
、
人
の
手
で
飼
育
さ
れ
ま
す
。 

２
月
５
日
〜
13
日
、
Ｏ
Ｗ
Ａ
職
員
が
こ
の
取
り
組

み
に
参
加
し
ま
し
た
。
普
及
啓
発
の
た
め
、
ア
ホ
ウ

ド
リ
の
情
報
を
収
集
す
る
こ
と
が
目
的
で
す
。
Ｏ
Ｗ

Ａ
は
鯨
類
だ
け
で
な
く
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
調
査
・

研
究
も
実
施
し
て
お
り
、
小
笠
原
の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
新
た
な
対
象
と
し
て
、
ア
ホ
ウ
ド
リ
類
に
も
注

目
し
て
い
ま
す
。
今
回
収
集
し
た
情
報
に
つ
い
て
は
、

機
会
を
捉
え
て
様
々
な
形
で
公
開
し
て
い
く
予
定
で

す
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
協
会 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２
―
３
２
１
５ 

 

海
洋
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り 

そ
の
94 

 

―
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
国
際
共
同
研
究 

報
告
２
― 
 

 

２
０
０
４
年
か
ら
は
じ
ま
っ
た
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
の

北
太
平
洋
最
大
の
国
際
共
同
研
究
「
ス
プ
ラ
ッ
シ
ュ

※
」
。
前
号
で
は
、
２
０
０
４
〜
２
０
０
８
年
、
10
か

国
50
チ
ー
ム
で
参
加
者
は
４
０
０
人
を
超
え
た
こ

と
、
使
用
し
た
尾
ビ
レ
の
写
真
は
１
万
８
４
６
９
枚

（７
９
４
１
個
体
分
）と
い
う
こ
と
を
ご
報
告
し
ま
し

た
。 今

号
で
は
、
小
笠
原
を
含
む
ア
ジ
ア
、
ハ
ワ
イ
、

メ
キ
シ
コ
の
繁
殖
場
で
２
０
０
４
〜
２
０
０
６
年
の

冬
季
に
最
低
１
回
は
識
別
さ
れ
た
４
５
１
６
個
体
の

記
録
を
用
い
て
、
繁
殖
場
間
の
交
流
を
吟
味
し
ま
し

た
。
次
号
で
は
、
ア
ラ
ス
カ
や
ベ
ー
リ
ン
グ
海
な
ど
、

餌
場
間
の
移
動
に
つ
い
て
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。 

 

※
ス
プ
ラ
ッ
シ
ュ
（SP

L
A

SH
 

: 
Structure 

o
f 

P
op

ulation, L
evels o

f A
bu

ndance
 and Status 

o
f H

um
p
back

s

） 

「
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
の
社
会
構
成
、
生
息
数
と
そ
の
現
状
」 

 ◎
ハ
ワ
イ
諸
島
内
で
は
？ 

ハ
ワ
イ
諸
島
の
よ
う
に
、
島
々
が
隣
接
し
て
連
な

る
海
域
で
は
、
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
の
移
動
は
広
範
囲
に

渡
り
、
ハ
ワ
イ
諸
島
に
来
遊
す
る
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
は
、

ひ
と
つ
の
グ
ル
ー
プ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

 ◎
３
つ
の
主
な
繁
殖
場
の
間
で
は
？ 

ア
ジ
ア
、
ハ
ワ
イ
、
メ
キ
シ
コ
間
の
移
動
は
、
異

な
る
シ
ー
ズ
ン
で
数
例
は
あ
る
も
の
の
比
較
的
低
い

結
果
が
出
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
地
理
的
に
隔
離
さ

れ
て
お
り
、
同
じ
ク
ジ
ラ
が
以
前
か
ら
生
息
す
る
海

域
に
帰
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。 

 ◎
メ
キ
シ
コ
内
３
海
域
と
中
米
の
関
係
は
？ 

こ
れ
ら
の
海
域
間
の
移
動
は
、
と
て
も
複
雑
で
し

た
。
特
に
リ
ベ
ヤ
ヒ
ヘ
ド
諸
島
と
メ
キ
シ
コ
本
土 

（５
８
０
㎞
）間
の
移
動
数
と
、
リ
ベ
ヤ
ヒ
ヘ
ド
諸
島

と
ハ
ワ
イ
間
（
約
４
６
０
０
㎞
）
の
移
動
数
が
同
じ

14
頭
で
あ
る
こ
と
は
、
た
い
へ
ん
興
味
深
く
、
今
後

の
解
明
が
期
待
さ
れ
ま
す
。 

 

◎
小
笠
原
、
沖
縄
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
間
で
は
？ 

ア
ジ
ア
内
で
の
移
動
は
、
３
シ
ー
ズ
ン
の
デ
ー
タ

で
は
そ
れ
ほ
ど
細
か
く
解
析
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
、
今
ま
で
の
研
究
発
表
か
ら
も
、
同
シ
ー
ズ

ン
内
で
移
動
が
見
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
小
笠
原
、

沖
縄
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
が
同
じ
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
識
別
さ
れ
る
時
期
な
ど

か
ら
も
、
小
笠
原
海
域
は
、
「
通
り
道
」
的
な
役
割
を

果
た
し
て
い
る
こ
と
も
示
唆
さ
れ
て
い
ま
す
。 

                 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
海
洋
セ
ン
タ
ー 

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
法
人ｴﾊ

ﾞｰ
ﾗｽ
ﾃｨ
ﾝｸ
ﾞ

・ﾈ
ｲﾁｬ
ｰ

） 

２
―
２
８
３
０ 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

http://b
onin

-oce
an.net  

 

ア
カ
ポ
ッ
ポ 

＝
ア
カ
ガ
シ
ラ
カ
ラ
ス
バ
ト
の
愛
称 

Ｂ
‐シ
ッ
プ
前
に
時
々
現
れ
る 

ア
ホ
ウ
ド
リ
の
デ
コ
イ 

（
実
物
大
模
型
）

 

繁殖海域内での移動（２００４-２００６） 
（太字は各海域の総識別個体数、網掛けはアジア内の移動数） 

 
海域名 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ 

①フィリピン 77 5 5 1 0 0 0 0 

②沖縄  215 10 0 0 0 0 0 

③小笠原   294 1 0 0 0 0 

④ハワイ    2,317 14 2 1 0 

⑤リベ ヤ ヒヘ ト ﾞ 諸 島  

（メキシコ） 
    562 22 14 0 

⑥バハ・ カリフ ォルニ ア  

（メキシコ） 
     406 66 2 

⑦メキシコ本土       690 9 

⑧コスタ・リカ等 

（中米） 
       105 
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クジラ：バランスのよい食事か・・・。私の主食はオキアミなので、カルシウムは十分だ

と思うのですが・・・ 

保健師：そうですね、クジラさんは今のままの食生活でよいと思いますよ。皆様も、ご自

分の食生活を今一度見直してみませんか？ 

― 村民課福祉係 ― 

― 第 １０９ 号 ― 

 

 

村民課福祉係 

２－３９３９ 

クジラの伝言板 

 

適切な食生活って何だろう？ 
日常生活の中で、「食事はバランスよく！」という言葉をよく聞くと思います。しかし、その「バランス」を実際のも

のとするのはそれほど簡単なことではありません。何をどれだけ食べるかということに加えて、1 日の生活の中で、いつ

どのように食べるかということも、「バランス」という意味からとても重要なことです。 

栄養は食事から・・・ 
現在は、サプリメントやビタミン剤で様々な栄養素を摂ることができます。しかし、手軽に取れる反面、過剰摂取という危

険を含んでいます。過剰摂取すると、体内に取り入れたものを代謝する機能である肝臓やろ過する機能である腎臓に負担を掛

けてしまいます。バランスのよい食事を食べていれば、栄養は十分に補えると言われています。 

氾濫する情報に惑わされないで・・・ 
以前、ダイエットには白いんげんや納豆がいいという情報がテレビで流れ、お店では品切れ状態が続きましたが、まったく

効果がないということが後に分かりました。また、玉ねぎの成分を抽出したものや、ゴ―ヤの粉末を糖尿病のラットに与えた

ところ、血糖値が改善したとの報告があり、玉ねぎやゴ―ヤは血糖値を低下させるという情報が流れました。しかし、ラット

が 1 日に食べた量を人間の体重に換算してみると、体重 50 キロの人の場合、1 日に 50 キロの玉ねぎを食べなければ実験の

ラットと同じ効果が出ず、ゴ―ヤは体重 50 キロの人の場合、生ゴ―ヤ 9 キロ分に相当するそうです。これは、日常生活では

到底食べきれる量ではありません。玉ねぎやゴ―ヤには、血糖値を低下させる物質が含まれているといえますが、それらを食

べれば血糖値が下がるとは言えません。 

世の中には「これを食べれば大丈夫！」という不老不死のような食べ物はありません。毎回の食事をバランスよく食べるこ

とを心掛けましょう。 

バランスのよい食生活って？ 

 

さて、「バランス、バランス」とお話ししましたが、今回は 

「３バランスの方法」 

という方法で食事のバランス力をアップさせましょう。 

１．毎日 3 食しっかり食べる。 

特に朝食は体を目覚めさせるエネルギーとなります！ 

２．１回の食事に主食・主菜・副菜の ３つを揃える。 

   1 日３０品目食べていますか？ 

３．1 回の食事を ３０分 かけて食べる。 

   現代人は噛む回数が減っており、食事時間も短く 

なりました。よく噛むと、唾液がたくさん出ます。 

唾液には、消化を助けたり、口の中をきれいにしてくれたり、 

発がん物質を抑制したりする物質が含まれています。一口 30 回の咀嚼が目安です。 

 

  

 

 

そしゃく 



島内周遊ウォーク 母島巡回労働相談

男の料理教室 森林生態系保護地域への入林受付（母島）

南島外来植物除去ボランティア申込締切

入港日

固定資産税納付期限 出港日

シロアリ対策事業（～10） 産科婦人科専門診療（父島）

ウォーキング教室（母島）

保全管理委員会、利用専門部会、住民説明会（父島）

小笠原中学校卒業式

小笠原高校卒業式 農業センターであそび隊！

保全管理委員会住民説明会（母島）

母島小中学校卒業式

出港日 産科婦人科専門診療（父島）

定期予防接種

乳幼児健診・歯科健診（母島） 母島保育園卒園式

太陽雑音の電波妨害（～10） 産科婦人科専門診療（父島）

ウォーキング教室（父島）

乳幼児育児相談申込締切 南島外来植物除去ボランティア

テレビ地上波放送中断（～11） 入港日

父島保育園卒園式

入港日 高校図書館開放

乳幼児育児相談（母島）

東京三弁護士会による法律相談（母島）

子育てセミナー（母島） 小笠原小学校卒業式

東京三弁護士会による法律相談（父島） 産科婦人科専門診療（父島）

ビーチクリーン

出港日

乳幼児育児相談・子育てセミナー（父島） 村立小中学校・高校修了式

出港日  

第１回村議会定例会

3 火

7 土

8 日

9 月

行　事　予　定日付 曜日

4 水

17 火

18

日付 曜日 行　事　予　定

水

19 木

1 日

2 月

22 日

木5

6 金

20 金

10 火

16 月

23 月

25 水

21 土

火24

春分の日

第１回村議会定例会

村民意見・提案・相談受付

第１回村議会定例会 入港日

乳幼児健診・歯科健診（父島） 電話による無料法律相談

高校図書館開放

入港日 母島フェスティバル

高校図書館開放

産科婦人科専門診療（母島） 出港日

所得税確定申告書臨時受付

山であそび隊！
15 日

11 水
26 木

金13

14 土

12 木

30 月

29 日

25 水

28 土

31 火

27 金


